
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

8 一般審査員A 17 15 15 14 16 77 凄まじいいじめだな。でも実際あるんですよね、ここまでのいじめ。てい
うか刑事事件だろ、コレ。それはともかく、怪談としてはちょっと普通す
ぎると思った。確かに、身内から本当にあった話としてランチの時なんか
に聞くと怖いと思うのだが、怪談コンテストで見ると、他の怪談に比して
いささか見劣りがしなくもない。ペットではなく娘だった、というのは意
外性というよりも唐突な偶然性を感じてしまう。「貴女が可愛がっている
娘＝ペット」だとすると、色々と想像は膨らむが、そんなに面白い想像で
はない。

8 一般審査員B 7 5 6 7 7 32 娘を虐待していて、呪いで死んだのか虐待で死んだのかは分かりませんがイ
ジメられていた人が本人以外のましてや虐待されている子供を呪うことは
無いと思います。

8 一般審査員C 17 15 15 15 18 80 これはすごい！意外性がありすぎました。呪われて亡くなったのが、まさ
かお嬢様だとは！ペットを呪う、とありましたが、これはこの主人公が自
分の子どもをペットのように扱っていた、ということなんでしょうか。謎
が深まります。その謎を楽しめる作品だと思いました。A子はかつていじめ
られていたということですが、このタイミングで主人公を呪うのにはなに
かきっかけがあったのでしょうか。現代でいうなら、主人公がSNSにその
幸せぶりを投稿していて、それを目にした時いじめられていた記憶が蘇っ
た、など、A子が何をきっかけに主人公を呪おうと思ったのか、その経緯も
記載があると良かったと思いました。

8 一般審査員D 19 19 17 18 18 91 最後の一文ぞっとしました。詳しく語られていませんが、綺麗な便箋に手
書きの丁寧な字で綴られているのを想像しながら読んでいました。こうい
う内容こそ一文字ずつ怨念を込めて書いてあるような気がします。読んでい
るだけで気分が悪くなるような手紙を読んだ体験者の感情が描かれていな
いところも想像が膨らみました。イジメた側は若気の至り、程度にしか
思っていなくても被害者側は傷を負ってずっと許すことはできないもので
す。因果応報ですね。

8 一般審査員E 20 20 15 10 20 85 読後に思わず二度読みしてしまいました。ペットではなく娘が犠牲になる
という緩急差が強烈で、意表を突かれる展開に酔いそうになりました。あえ
て娘をペット扱いするような匂わせが一切ない分、最後の一行がより鋭く
突き刺さり、呪いの恐怖と因果応報の余韻を残しています。ショート怪談と
しての構成が上手い。素晴らしいです。

8 ペット やま 一般審査員F 17 16 15 15 17 80 亡くなったA子さんの中では、主さんの可愛がっているペットは犬ではなく
娘さん、という認識だったんでしょうか。亡くなったのは娘さんだったと
いうのは意外といえば意外でした。自分が曾て可愛がりと称した苛めを受
けていた事実。だったら、主さんの可愛がっている娘さんも自分と同じ、
だと思ったのか。私も昔、さすがに制服を燃やされるとか、便器を舐めさ
せられるとか、そこまでのレベルではなかったけれど、苛められていた事
はあるので、相手を呪いたくなるくらい辛くて苦しい気持ちはわからなくは
ない。でも、自分の命と引き換えに、というのは辛いし悲しい。娘さんに
罪はない。

8 ペット やま 一般審査員G 14 15 11 15 18 73 どう転んでも嫌な話ですね。怖さの形がオカルトかと思いきや人怖なとこ
ろがトリッキーで良かったです。娘のことペットだと思ってたということな
んだと思われるんですが、犬よりも家族の外側と認識されていた娘さんが
居た堪れないです。最後の一文で急降下のようなインパクトを与えているの
が技術的に高評価でした。それまでの文章も丁寧なだけに、その落差がよ
り際立っていると感じました。

8 ペット やま 一般審査員H 17 18 17 13 16 81 いやー、冷や汗かきました。これは怖い。怖さ、まずA子の手紙です。自分
が受けた虐めや主人公の現在の環境への言葉。命と引き換えに主人公を呪
うという台詞。怨み、憎しみがあるはずなのにどこか他人事というか冷め
た感じがして、怖かった。それにA子が指す、貴方のペット、の種明かし。
あれは怖い！鋭さ、ここもA子の手紙の淡々とした文面が、剃刀の様に感じ
ました。新しさ、これは終盤の展開で感じました。「私の命と引き換えに
貴女を呪う事にしました。貴女が可愛がっているペットの命を奪うため
に。」何でペット？わざわざ命を断ってまで？と思ってたんですが、そう言
う事だったんですね。ユーモアさ、不謹慎な言い草ですが、A子を虐めてた
主人公ですね。A子が手紙で、まるで動物のように可愛がられた、と虐めの
事を表現していましたが、半年後、死んだのはペットでなく私の娘だっ
た。の一文で主人公が娘を虐待していたんだろうな、と推察できます。本当
にクズはどこまでもクズだな、と思ってしまいました。
意外さ、虐められた相手への復讐の為に命を断つ。呪う為に。それ自体は
意外性はさほどありませんが、やはりラスト。オチの部分で驚かされまし
た。

8 ペット やま 一般審査員 I 13 12 11 12 11 59 語り手はわが子をペットのように扱っていたのでしょうか？A子さんをいじ
めていたようなことをわが子にしていたんでしょうね。A子さんは手紙の中
にそう書いてますもんね。過去の自分の状況を。ただA子さんはなぜ今の語
り手の生活を知っているのでしょう？SNSを見つけていたのでしょうか？
SNSに虐待のことは書かないでしょうから、A子さんはホントにペットの命
を狙ったが。。。って感じなんでしょうね。語り手が怖すぎる。

8 ペット やま 一般審査員J 18 15 15 12 14 74 いじめられた存在にとって、いじめている人間が幸せなのは許せない気持ち
だというのはわかる気がするというのがよく伝わるヒトコワの話だった

合計 159 150 137 131 155 732

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

7 一般審査員A 18 15 16 15 17 81 今回の他の書評でも書いたのだが、やっぱり猫の鳴き声と赤ちゃんの泣き
声は似ている。夜中に音だけが聞こえてくると、本当にどちらのものなの
かまったくわからないことがある。そのこともあってか、怪談なのかと言
われると少し微妙な気がしなくもない。単なる超絶後味の悪い話だと思
う。とはいえ、シンプルに怖いので、怖くない話に比べたら、怪談に分類し
てもいいのだろう。結構ありそうな話で怖い。男には責任を取ってほしい
（もう遅いが）。

7 一般審査員B 8 7 8 6 7 36 別れる時には妊娠4ヶ月くらいだと思うので彼女が妊娠に気づいているはず
なんですが彼氏には言わずに別れて、下ろさずに産んだ挙句死体遺棄するの
は何ひとつ同情できないですね。

7 一般審査員C 17 15 15 15 15 77 非常にバランスの良い作品だと思いました。霊的な怖さも人怖も盛り込ま
れているのが、ひと作品で二度と怖い、という感じです。何か意図があって
設定したのならわたしの受け取る能力が低く申し訳ないのですが、猫の鳴
き声とせず、そのものずばり赤ん坊の鳴き声で良かったのではないかと。ま
た、遺体を発見した主人公は、警察にその旨を届けたのでしょうか。その
辺りの記述があると、現実味が増してますます良かったと思います。文章の
視覚的なことについては、行間を開けるのは前半と後半の間の一回だけで
よかったのではないかと思いました。

7 一般審査員D 17 15 16 18 17 83 短いながらも何回か展開があって面白かったです。とても後味が悪く、淡々
と綴られている裏では人間のどろどろした感情が渦巻いているのが想像で
きるところ、させるところも良かったです。彼女なりの復讐、当てつけなの
でしょうが果たしてこの男に響くのか疑問です…

7 一般審査員E 20 20 10 15 20 85 最後には主人公が一番の悪として浮かび上がる構成が見事でした。まるで
階段を何度も突き落とされるような連鎖の展開がとても素晴らしいです
ね。猫だと思ったら嬰児、犯人は元恋人。読後に爽快感すら残ります。重い
テーマながらも、ショート怪談としてテンポよくまとまり、強烈な印象を
残す怪談だと感じました。

7 なき声 やま 一般審査員F 18 18 17 16 18 87 これは最後の意外性にやられました。犯人が別れた元彼女だったとは！赤
ちゃんの泣き声と猫の鳴き声って似てますよね。特に、発情期の猫の鳴き
声は赤ちゃんの鳴き声かと思う事はよくある。だからタイトルをなき声と
平仮名にしたんですね。考えてますね。お話とはいえ、嬰児の遺体をごみ
袋に入れてゴミとして集積所に捨てるというのは非常に心苦しい。育てて
いく自信がないのなら、施設に相談して預けるとか、他に方法はあったは
ずだ。主さんは彼女の妊娠を知っていたのだろうか。もし知っていて別れ
たのだとしたら、主さんの人間性というところにも恐怖が感じられる。

7 なき声 やま 一般審査員G 15 18 13 13 15 74 生まれたばかりの赤ちゃんの泣き声と猫の泣き声は似ていますからね。ど
ちらも最近聞いたので、想像が容易いが故に嫌な気分になる話でした。子は
死んでいても懸命に親を呼んでいたと考えると悲しみしかないです。あとこ
の男が父親だとしたら責任をちゃんと取ってくれよと思いますね。別れの
経緯が解りませんのでなんとも言えませんが…。とても嫌な気持ちにさせ
られるという点で評価は高いです。ただ単純に嫌な気持ちになるというだけ
ではなく、ちゃんと想像もさせてくることで怖さもちゃんとある、いいお
話でした。

7 なき声 やま 一般審査員H 12 11 10 8 10 51 確かに怖さはあります。亡くなった嬰児の遺体から猫の鳴き声がしていたな
んて。人怖の要素もあります。ただ、心底ゾッとするとまでは行きませんで
した。鋭さ、ここもあまり。確かに猫の鳴き声を辿っていくとそこには、、
と言う展開は悪くないと思いますが、何と言いますか、ぽん、ぽん、ぽ
ん、っと話しが進む感じが、鋭さとは違うなと感じました。新しさ、も特
には感じ取れませんでしたね。死んでいるはずの存在から声がする。我が
子を殺す母親。胸糞展開ですが、新しさでは無いと思います。ユーモア、は
もう言わずもがな。ここにユーモア要素を感じ取ることは私には無理です。
意外さ、敢えて言うなら本当に怖いのは元カノか主人公か、という所です。

7 なき声 やま 一般審査員 I 12 11 11 10 12 56 ってことは、語り手の子供ってことで、元カノはわざわざ元カレの近所のご
み捨て場に捨てに来たってことか？怖いですね。ってか死んでた子供の泣き
声がしたんですよね？見つけて欲しかったのだろうか。

7 なき声 やま 一般審査員J 18 14 15 12 15 74 未練のある赤ん坊が見つけることを訴えていたのかと思ったら、実は、自
分が父親だったのかもしれないと思わせる終わらせ方が秀逸だった

合計 155 144 131 128 146 704

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

4 一般審査員A 16 15 14 15 16 76 卵が先か鶏が先か。机が先か過労死が先か。まあ、タイトルからして過労
死が先なんだろうが、だとすると単なるブラック企業のあるある話になっ
てしまいます。机自体にはじめから呪いがかかっているのではなく、その机
を使っていた社員が過労死したから机に呪いがかかった、というのはそん
なに不思議なことではないかも。この場合、本当に怖いのはブラック企業
な気がするのだが。霊的なものより現実的なもののほうが怖い、という話
なのだろうか。

4 一般審査員B 7 7 6 6 5 31 その机を使った人は会社を次々とやめていくまでは良かったんですが、最
後に守衛に死んだ人の名前を言われる所から怖くなる感じなのにそこで終
わってしまうのはもったいなく感じました。

4 一般審査員C 17 15 15 17 16 80 主人公がどんな目に会うのかとドキドキして読みました。まさかTになって
しまうとは！意外性があってよかったです。守衛の方はTさんが亡くなった
ことを知らないんでしょうか。それとも、霊に操作されてTさんが生きてい
ると思い込まされているのか。その辺りを想像すると、ますます作品が楽
しくなってきます。Tさんについては急死したという情報しかありません
が、どんな亡くなり方をしたのか簡単でも構わないので記述があるとリア
リティさが増したかな、と思いました。

4 一般審査員D 17 17 16 17 18 85 職場で自分が来る前に、どんな人が座っているのだろうと考える人はあま
りいない気がします。仕事の内容でどんな仕事していたんだ、と思うことは
あってもそもそもその席でどんな様子だったか、何故辞めたのかなど意識
することはあまりないと思います。その席にいる時に重なって見えるとか何
となく体調不良になるだけでないとことがすごく嫌な話だと思いました。
心理的瑕疵物件ならぬ、心理的瑕疵席になっていますね…

4 一般審査員E 10 10 10 15 10 55 ショート怪談ながらも、ドラマのワンシーンを切り取ったような構成で非
常に読みやすく、すっきりまとまっていました。オチも守衛の一言できれ
いに完結しており、怪談としての完成度は高いと思います。ただ、全体が整
いすぎている分、恐怖の余韻や不気味さが弱い印象を持ちました。ショー
トでは難しいですが、Tの存在感がじわじわと漂わせる描写があれば良かっ
たかな…

4 過労死 宮山隨園 一般審査員F 17 17 17 16 17 84 自分自身には霊感というものは殆どないと思っているけれど、デスクワー
クが主な会社に入社して、その席が前に急死した人が使用していた席だとわ
かれば、こんな自分でも多分いい気はしないだろうな、と思う。そんな席
を宛がわれた新人の人達はすぐに辞めたり、無断欠勤して出社して来なく
なったりしたようだけど、その人達も違和感を感じたのでしょうね。主さ
んは迷信的だと否定していたけれど、守衛さんにかけられた「Tさん、お疲
れ様です」の言葉でようやく気づいたのでしょうね。Tさんは主さんに撮り
憑いて今も仕事を続けてるんですかね。いや、怖いですね。

4 過労死 宮山隨園 一般審査員G 13 16 17 14 17 77 タイトルが過労死ということなので、単純にTさんの限界を迎えてしまい、
曰くがついてしまったのかと思いきや、最後の警備員のセリフで「お！？」
と思わせる結末は良かったです。主観で語っている”俺”がよくない上司で、
人材をつぶしてしまって、その結果死人まで出てしまい、憑りつかれてし
まったのかなと考えました。机のせいと見せかけ、よく読んでみるとこの”
俺”がよくないのでは？と考えさせるダブルミーニング的手法もテクニカル
で良かったと思います。

4 過労死 宮山隨園 一般審査員H 11 11 12 11 12 57 怖さ、最後のオチ。守衛さんが主人公にかけた言葉でゾッとする場面でば、
そういうことか！となりましたが、怪奇としての怖さはあまり感じませ
ん。鋭さ、簡潔にまとまっていますが、何かこう、迫ってくる緊張感がな
く、鋭さも無いなと思います。新しさ、タイトルから急死したTの死因が察
せられ、だから、会社に「出る」のかと納得はいきます。ただし、画期的と
まではいきません。ユーモアさ、部下の言う事を信じなかった主人公が、結
局同じ体験をする羽目になるところですかね。意外さ、亡くなったTさん、
彼自身は姿を見せなかった点です。過労死で死んだのなら、会社恨んでそう
ですけどね。

4 過労死 宮山隨園 一般審査員 I 14 12 13 14 12 65 守衛さんはTさんが亡くなったことは知らなかったのかな？？きっと辞めて
いった人たちは同じ体験をしたのだろうなと思った。Tさんと２人に見えて
いたのか。その人がTさんに見えるのかはわからないが、どちらにしても気
持ちの悪いお話で、いや待てでも新人はTさんのことを知らないのでは？？
では退職の原因はなんなんだろう？？

4 過労死 宮山隨園 一般審査員J 18 18 18 15 15 84 過労死した方の念が乗り移ったデスクということで、ある意味の事故物件化
してしまった話で、非常に怖く面白かった。
Tさんが復活したような流れで終わってしまったのが、非常に怖い。

合計 140 138 138 140 138 694

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

10 一般審査員A 17 17 17 16 15 82 怖い話なのか、悲しい話なのか。ちょっとわからなかった。虐待してたと
かなら、怖い話。助けてあげることができなくて、子どもの最後の声をいつ
も聞くことで、後悔し続けている、とかだったら悲しい話。女性がたんたん
と話しているのも、サイコパスなのか、悲しみのショックの影響なのかが
わからない。こちらが想像するのも確かに楽しいのだが、もう少しヒント
があってもよかったかもしれない。ASMRというタイトルからして、少し
ギャグを狙ったのかな、という気もするのだが、いずれにせよ、わからな
い。

10 一般審査員B 8 8 7 6 8 37 虐待で殺してしまった子供の断末魔の声を録音して聞いていた感じです
か。普通に考えてありえない状況ですがその音源を知らない人に聞かせる
神経がヤバさをかもしだしてますね。

10 一般審査員C 15 15 15 15 18 78 ASMRがわからなくて、調べてしまいました。これは一般的な言葉なんで
しょうか。わたしが勉強不足なだけでしたら失礼を言ってしまいますが、
題名から内容を想像しにくいかな、と思いました。お子さんの泣き声がな
ぜ不気味なものなのか、今はもういないとはどういうことなのか、そもそ
も本当に泣き声は人間の子供のものなのか、謎が多すぎて、読後にモヤモヤ
した感じが残りました。ここは好みの差かもしれませんが。諸々の設定は
とても面白いです。情報量を出し惜しみするくらいがバランスが良いのでは
ないかと思いました。お子さんの泣き声の表記がとてもうまい。濁点の使
用やカタカナひらがなを混ぜるなど、センスのある方だと思いました。

10 一般審査員D 13 12 17 16 17 75 後味がとても悪い作品でした…個人的にASMRは好きで確かにイヤホンで聞
いているので、どんな音がくるのかと思ったら人の声という時点でキツい。
出だしの「気になる子」と見て勝手に高校生くらいかと思っていました
が、もう少し大人の設定だったのでしょうか。読みながらそういう余計な
ところが気になってしまい、怖さがあまりなくなってしまいました。少な
い言葉の会話からの情報量が多く、考えさせないテンポの良さは良いと思
いました。

10 一般審査員E 15 15 20 15 15 80 現代を感じる怪談ですね。ASMR＝癒しと認知されている中、「癒し系」と
聞いてほっこりした場面から一転、、絶叫が響き渡る展開はギャップが大き
く強烈でした。さらに、穏やかに答える女性の温度差が不気味さを倍増さ
せていますね。日常の中にさらりと潜む怪異として完成度が高く、短編怪
談らしい鮮烈さを感じました。

10 ASMR 京朔太郎 一般審査員F 17 17 18 16 17 85 気になる子、という書き方だったので、てっきり子供がいるような年齢では
なく、もっと若い世代をイメージしてしまいました。気になる相手がイヤ
ホンで何かを聞いていたら、何を聞いているかは確かに気になりますね。
でも、話しかけて実際に聞かせて貰ったところ、叫び声だったらびっくり
する。しかも、彼女は平然と今はいない子供の声だと言う。「良いですよ
ね。子供の声は」なんて言う。いやいや、子供の声がいいのはわかるけれ
ど、なぜ叫び声？叫び声が心地よいとは思えないし、リラックス効果があ
るとも思えない。彼女はサイコパス？まあ、距離を置きたくはなるでしょう
ね。

10 ASMR 京朔太郎 一般審査員G 8 9 13 10 14 54 人怖というか、サイコパスなのか、なんなのか…得体のしれない彼女が薄
気味悪いお話。子供の声と言ってますが、それはもう断末魔ではないだろ
うかというくらいの叫び声。気味の悪さとともに何とも言えない後味の悪
さも読後に広がる感じがあります。嫌な話ではあるんですが、怖さがそこま
で感じられなかったのが惜しいなと思いました。不気味だし、嫌な感じは
あるのですが、怖いまで行かないという感じでした。

10 ASMR 京朔太郎 一般審査員H 9 10 11 8 10 48 はっきり言って不快です。虐待を窺わせる系統は苦手なので。怖さ、これは
怪奇ではありません。　母親が我が子を虐待死させた話しです。主人公も
キャラが立っていないので、話として何が言いたいのか伝わってきませんで
した。鋭さ、というより残酷さ、ですよね？これは。子供の叫び声、具体的
に表現しない方が良かった気がしますが。新しさ、イヤホンをアイテムと
して使う。新しさはあるとは思います。ただ、使い方が。ユーモア、無し、
です。ブラックユーモアでも無いですし。意外さ、心霊系ではなく、人の悪
意、狂気を持ってきたところでしょうか。

10 ASMR 京朔太郎 一般審査員 I 13 11 12 11 12 59 自分の子供を虐待していた時の声なのか、事故かなにかに会った時の苦し
む声なのか？なんにせよ、その声を一日中聞けるのが怖い。しかも癒される
なんて、異常ですね。ヒトコワ。お子さん、亡くなったのではなく、どこか
に保護されていたらいいなと思いました。

10 ASMR 京朔太郎 一般審査員J 18 18 18 17 18 89 とても怖い話で、虐待？している子供の声を聞いて、癒やされているという
サイコパスと思わせる人怖話だった。なんとなくブラックユーモアも入って
いて話としては、オモシロイと思った

合計 133 132 148 130 144 687

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

5 一般審査員A 15 17 17 18 17 84 ずっと気になってたんでしょうね、掛け軸のことが。なんか、少し悲しい
話な気もする。ただ、骨董屋で500円のものが見抜けないというのは、流石
に見極める才能がなさすぎるような気もする。そういう風に考えると、
ちょっと面白い話なのではないか。夜な夜な掛け軸を見つめる老人が出て
くる、というのはちょっと幻想的で面白い。無害ならほうっておいてもい
いのではないか。むしろ、幽霊付きの掛け軸って、呪物コレクターにとって
は値打ちがあるものなんじゃないだろうか。あと、もし、本物だった場合
はどうだろうか。

5 一般審査員B 6 7 7 8 6 34 怖がらせるポイントが無い話ですね。かと言ってユーモアも飛び抜けてある
わけでも無いのでどちらかに全フリしても良いと思います。

5 一般審査員C 15 15 15 17 17 79 クスリ、と笑ってしまいました。霊を撃退する方法が斬新でよかったです。
人間というのは霊になっても価値観や性格は変わらないのですね。そこに
現実味があって、味わい深い作品になっていると思いました。怖さという意
味ではインパクトが弱いかもしれませんが、個人的に好きな作品です。老人
の描写がもう少し細かいと、さらにリアリティさが出てよかったかもしれ
ないです。浮かんだ顔は皺だらけでシミがたくさんあり、眼光鋭く掛け軸の
価値を見逃さんとしている何かに取り憑かれた形相だった、など。

5 一般審査員D 17 18 17 19 18 89 不憫すぎて笑っちゃいました。死んでもなお執着していたものが偽物とわ
かるなんて…途中までは不気味だったのに振り切り方がとても面白かった
です。思い入れがあったり愛着がわくのはわかりますが、高額だったからと
いうだけで物に執着しすぎるのは良くないと改めて感じました。

5 一般審査員E 15 10 15 15 15 70 怖いのにチャーミングな怪談になっていて、とても面白かったです。特に
「老人の顔」が宙に浮いている。という描写がとても良かったです。その一
文のおかげで、怖さがキープできている気がしました。だからこそ、最後ま
で「老人」ではなく「老人の顔」に統一して表記して欲しかったな…と感
じました。

5 掛け軸 宮山隨園 一般審査員F 16 15 15 15 16 77 掛け軸って、曰くがあったりするものも結構ありそうですよね。絵柄がどん
なものなのかが気になりますが、金縛りと共に現れる本来の掛け軸の持ち
主であろう老人の姿―。掛け軸に相当の思い入れがあるようですね。自分
が体験したら勿論怖いんだろうけど、首を絞められたとか、直接的に危害
を加えられてはいない分、それ程の怖さはなかったです。主さんは、骨董屋
から五百円でその掛け軸を買ったんですね。そこはクスッと笑えました。
老人は偽物という言葉に一瞬怒りを見せながらもどこか納得して消えて
いったのでしょうね。成仏出来たのでしょうか。

5 掛け軸 宮山隨園 一般審査員G 10 13 15 18 14 70 素直に老人かわいそうではあるなと思いました(笑)　掛け軸への審美眼は無
かったのかなと。もしくは真偽はどちらでもよくて気に入っていただけな
のに、と怒っていたのかもしれませんね。ただ、現世への思いを断ち切っ
てあげたとしたら老人にとっては結果的に良かったのかもしれないです
ね。オカルトだけどちょっとコミカルな感じは個人的には好みなお話でし
た。文章も綺麗にまとまっていて読みやすかったです。

5 掛け軸 宮山隨園 一般審査員H 10 9 10 11 12 52 怖さ、怖いというよりコミカルさが前に出ているので、怖くは無いです。老
人の現れ方や、容貌、もう少し恐怖を感じさせるまのにしても良かったよう
な。。鋭さ、これも感じません。淡々としていますが怪異が現れる瞬間の緊
張感がありません。新しさ、生前の愛用品に取り憑く幽霊。少なくとも新
しくは無いかと思います。ユーモアさ、掛け軸が偽物だと分かって途端出て
こなくなった老人、ですかね。意外さ、主人公が特に霊障に遭うでも無
く、あっさり方がつくラストです。こういう一見コミカルに見せておいて最
後の最後でバッドエンドに無理矢理持っていく話しが多いので。

5 掛け軸 宮山隨園 一般審査員 I 13 11 11 11 12 58 掛け軸の作者ではなく持ち主だと思ったのに、なぜ偽物であることを告げ
たのかが不思議です。持ち主さんが自分で買って所有していたのならば、金
額でわかるだろうし。先祖代々受け継いだものなら、疑うことなく本物と
思っているだろうし。なぜ偽物と教えようと思ったのか、語り手の思考が
怖いです。

5 掛け軸 宮山隨園 一般審査員J 15 12 14 17 12 70 ユーモアがある面白い話だったが、おじいさんにとっては、ちょっと気の毒
だと思った

合計 132 127 136 149 139 683

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

11 一般審査員A 16 17 17 16 17 83 どっちなんだろう。見てるだけじゃわからんよな。タイトルにもなってる
だけあって、難しい。これは明確な答えを想定した質問じゃなくて、「どっ
ちのパターンもあるよ」って暗にほのめかしている気がしなくもない。ま
あ、でも、「死んでいる人間」の方が意外性はあるので、そっちの方向性か
もしれない。いずれにせよ、バランスがいい怪談で、面白い。結構エモい
シーンから始まっているのも、後半とのギャップがあっていいと思う。か
なりよくある話なんだろうな、と思った。

11 一般審査員B 5 5 5 5 5 25 正直この話は好きじゃ無いです。自殺を毎朝見ている老人がその飛び込んで
る人を生きてるか死んでるか問うのは虫唾が走ります。

11 一般審査員C 18 18 18 15 18 87 意外すぎる。恐ろしかったです。老人の問いかけ、海に飛び込んだのが生き
ている人間か、死んでいる人間か、というのも、不気味でよかった。そも
そも、この老人は生きているのでしょうか？もしかしたら、この老人ですら
かつて海に飛び込んだ人だとしたら・・・恐ろしさに拍車がかかります。こ
の短い文章の中に、恐ろしさ、鋭さ、新しさ、意外さを盛り込んでいるの
はすごい。作者の方の感性の鋭さ、レベルの高さを感じました。今回の短
編の中で、1番好きです。次の作品が楽しみです。

11 一般審査員D 16 19 17 18 18 88 最悪な一日の始まりですね。知らずに朝食場所として選んでしまったので
あれば不運としか言いようがありません。しかし、本当に偶々そこに行っ
てしまったのか、そこに棲む何かに誘われてしまったのかが気になります。
個人的に後者ではないかと思わずにいられません。そして、体験者が本当に
どちらだったのか確認したのかが気になります…

11 一般審査員E 15 15 10 15 15 70 場面も怖いがじじいも怖い。老人そのものが一番怖い存在に感じられまし
た。さらに「毎朝見れる」という言葉が、怪異が日常化している恐ろしさ
を際立たせていますね。最後の「生きた人間か、死んだ人間か」という問
いかけは余韻たっぷりで、読後にざらりとした不安を残す、高度なテクニッ
クを感じる締めだと思いました。

11 どっちだと思う 京朔太郎 一般審査員F 16 15 16 16 17 80 ジワジワくる怖さがありますね。朝の海岸の気持ち良さに、ベンチに座っ
て海の方を眺めていた老人に「いい眺めですね」と声をかけたところ、彼
は頷いたが、指差した先には決していい眺めじゃないショッキングな光景
が…。崖から人が飛び降りる瞬間は、それが生きている人であっても亡く
なっている人であっても怖いに違いない。ただ、毎朝、生きている人が崖
から飛び降りると思うのは非常に怖いので、それならまだ亡くなった同じ人
が飛び降りるのを繰り返していると思う方が幾らかましな気はする。結
局、そんな光景をずっと見続けている老人が一番怖い。

11 どっちだと思う 京朔太郎 一般審査員G 10 8 9 9 14 50 淡々としながらも嫌な後味の残るお話でした。老人は達観してるのかなん
なのか、特に異変とも思ってないところが逆に不気味に感じますね。毎朝
見れるというのを知っているということは、毎朝見ているということで、そ
れはなぜなんだろうかと。衝撃的なお話ではあるのですが、怖さは少し控
え目かなと思いました。何かもう一つ怖いエピソードが欲しいかなと感じ
ます。

11 どっちだと思う 京朔太郎 一般審査員H 13 10 12 12 13 60 何でしょうね。最後に頭ガツンとやられる感じ。怖さ、老人の台詞もです
が、そもそもこの老人自身が生きているのか死んでいるのか分からないの
が怖いです。鋭さ、ここは弱い気がしました。老人をもっと不気味で得体の
知れない存在にしてみるとか？読みやすいんですが、その分鋭さは薄いで
す。新しさ、これが主人公が最後に死ぬオチだと、またこの展開ね、となる
んですが、特にそう言った事も無く、ただ確かに目の前で恐ろしい事が起
こっている。良いと思います。ユーモアさ、老人がどういうつもりで毎日飛
び降り自殺を見ているのか分からない所です。単に悪趣味なのか、何か目的
があるのか。意外さ、海岸、謎の老人、自殺の名所、飛び込み。定番中の
定番ですが、最後に老人が主人公に「飛び込んだのは生きた人間か、死ん
だ人間どっちだと思う」と問いかけて終わる締めくくりは意外でした。

11 どっちだと思う 京朔太郎 一般審査員 I 13 11 12 11 12 59 毎朝見れるということは死んだ人かな。自殺した人が自分の自殺した瞬間
を繰り返してるから、毎朝みれてるのかな？ってかそんな場所で朝ご飯を
食べていたと思ったら、気持ちも萎えるし食欲もなくなりますよね。全然
気持ちのいい朝ではなかった

11 どっちだと思う 京朔太郎 一般審査員J 18 15 15 16 15 79 まさか、自分の食事をする箇所が自殺の名所だとはわからないと思う。
そんなときにこのおじいさんも生きているのか？いずれにしても毎朝、それ
を見ていい趣味とは思えないというヒトコワだった

合計 140 133 131 133 144 681

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

6 一般審査員A 16 20 17 16 16 85 シンプルだけど、いい話ですね。試験監督である「私」の温かい優しさも
感じる。さぞかしその受験生は無念だっただろう。そして、「私」の対応は
嬉しかったに違いない。だってさ、周りの受験生だって本気で心配してく
れたわけじゃないだろうし、試験が終わったらその受験生のことも忘れた
と思うんだ。すげえ孤独だったと思うんだ。そこに寄り添ってくれた人が
いるっていうのはあったけえよな。覚えててくれたんですね。僕に（私
に）気づいてくれて、寄り添ってくれてありがとう。

6 一般審査員B 6 7 8 6 6 33 死亡した受験生の顔を覚えてなく、毎回1人多い状態で試験をはじめるのは
違和感があってリアリティがないですね。現象にリアルは必要無いんです
が行動に現実味が無いと急に冷めてしまうのが怪談なのでそこを注意して
作りたいですね。

6 一般審査員C 15 15 17 17 15 79 心温まる怪談ですね。こういう優しい怪談は、時々無性に聞きたくなりま
す。「合格」と書いてあげることで、受験生の霊を受験への執着から救うと
いう設定が新しく、ユーモアさがあってとても良かった。文章に無駄がなく
綺麗にまとまっていて、視覚的に読みやすかったです。単語のチョイスも変
に凝っておらず、万人に向けて発信された良い作品だと思いました。ぜひ、
優しい怪談を作り続けて欲しいです。これからもがんばってください。

6 一般審査員D 12 14 16 17 14 73 全体的にあと一歩物足りないというか、尖ったものを感じませんでした。
とっさに思いついた解決策で治まるのはあまりないかなと思いましたが、
受験生それでいいのか…と突っ込みどころが多くてもやもやしてしまいま
した。

6 一般審査員E 5 15 10 15 15 60 切なさがにじむ怪談で、恐怖とは違う切り口がとても印象に残りました。受
験シーズン特有の冷たい空気や、会場の張り詰めた緊張感といった描写が加
われば良かったな…と思いました。恐怖よりも切なさや、哀感を前面に出す
ことで、より心に残る怪談になると思いました。

6 入学試験 宮山隨園 一般審査員F 16 16 17 16 16 81 少しの切なさと、ちょっぴり心暖まるいいお話でした。正直、怖さに於い
てはそれ程感じなかったのですが、毎回問題用紙と答案用紙が一部ずつ余
るのは不思議だし、怖いというか気持ち悪いですね。去年入試の試験中に
急死した受験生…。受験生のそれまでの努力や気持ちを思うと、それだけ
思い入れが強いというのも頷ける。合格と書いた次の試験で余りが出な
かったという事は、やはり急死した受験生だったのでしょうね。

6 入学試験 宮山隨園 一般審査員G 13 18 14 14 10 69 切ないお話ですね…。これからの未来に熱意を持って挑んだはずの試験中
に急死なんて、そりゃ化けて出てもおかしくないよなと思いました。もしか
すると本人は死んだことすら分かってなかったかもしれないとも考えら
れ、それもまた切ないです。短編という縛りの中でも、しっかり気持ちが揺
さぶられる点はとても良いと感じました。怖さでいうとそこまで高くない
のですが、個人的には好きなお話だなと思います。

6 入学試験 宮山隨園 一般審査員H 10 9 11 12 12 54 ほのぼの系ですね。その分、怖さはありませんが。試験中に亡くなった受
験生、さぞかし無念だったと思うんですよね。毎年試験会場に現れる位で
すから。そこの悲しみを怪異として明確に表しても良かった気がします。鋭
さ、主人公目線での起きる出来事の表現がサラッとしているのと、彼自身
が怪異を目にするわけでは無いため、鋭さという点では弱いと感じまし
た。新しさ、解決方法が粋ですね。答案用紙に「合格」の文字を書くなん
て。ユーモアさ、主人公の発想力です。毎年試験会場にやってくる亡くなっ
た男の子の存在に気づき、成仏(？)する方法を、ああいう形で思いつくと
は。意外さ、亡くなった男の子を幽霊として出さずに、毎年、問題と白紙
の答案が1部ずつ余る、という表現に留めている点です。

6 入学試験 宮山隨園 一般審査員 I 14 13 13 15 12 67 亡くなっても入りたかった学校なのか、それとも途中で亡くなっているの
で試験が心残りだったのか。先生の優しさで成仏できたみたいで、いいお話
だと思いました。もし成仏はできてなかったら、この学校で学生生活を楽
しむのかな笑

6 入学試験 宮山隨園 一般審査員J 15 15 15 17 12 74 未練を持った受験者の切ない話だった。主人公がユーモアを持ちつつも誠意
を持った対応をしたことにいい話だと思った

合計 122 142 138 145 128 675
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掛け軸 宮山隨園

掛け軸 宮山隨園

掛け軸 宮山隨園

どっちだと思う 京朔太郎

どっちだと思う 京朔太郎

どっちだと思う 京朔太郎

どっちだと思う 京朔太郎

どっちだと思う 京朔太郎

入学試験 宮山隨園

入学試験 宮山隨園

入学試験 宮山隨園

入学試験 宮山隨園

入学試験 宮山隨園



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

3 一般審査員A 16 15 15 16 15 77 発情期の猫は結構凄まじい声で鳴くことがある。私事で恐縮なのだが、赤
ちゃんの泣く声と発情期の猫が鳴く声があまりにも似ているので、マジで
どっちなのかわからないことは、よくある。海猫という鳥がいるが、こっ
ちの猫は山猫なんだろうか、とか、くだらないことも考えた。怒られるか
もしれないけど、発情期の猫ってことで、もっとくだらないことも考えまし
た。女性の声で「いれてください」ってちょっとＨじゃ――（自主規制）
審査員Ａはバンされました。

3 一般審査員B 7 6 5 7 7 32 猫にご飯をあげていてそこに女性が入れてくださいって言ってきてるな
ら、それは人間ですよね。

3 一般審査員C 17 15 15 15 15 77 気持ち悪いです。そもそも猫の声が女の声というのが恐ろしいし、「いれて
ください」という言葉のチョイスが怖さに拍車をかけています。この女の声
の猫は、餌を貰いにくるのでしょうか。それとも、家にいれてもらうこと
を期待してくるのでしょうか。しかも、話しているとやってくるという。
もはやただの猫ではなく、妖怪の類を彷彿とさせる。猫は長く生きると妖
怪に変化するというので、やってきていたのは妖怪だったかもしれません
ね。家に入れてしまったら、どうなるんだろう。余白がたくさんある、い
い作品でした。

3 一般審査員D 20 18 18 19 18 93 個人的に猫が苦手なので想像したらめちゃめちゃ怖かったです…田舎の野
良猫の中に何かが紛れているのか、その猫に何かが入っているのか分かり
ませんが絶対家に入れてはいけないものということだけは分かります。気持
ち悪いのが、餌付けをしているおばあちゃんにはその鳴き声が聞こえてい
なくてお母さんにだけ聞こえているというところ。細かく描写されていな
いものの猫撫で声で言っていると想像させるところが上手いです。

3 一般審査員E 5 5 5 10 10 35 全体の文体が整っていて、とても読みやすい作品でした。「恐ろしい声で鳴
くもの」という表現も何がでてくるのか！？とワクワクし、猫の群れの中
に猫ではない「ナニカ」が紛れている不気味さがじわりと感じました。た
だ、猫が怪異の媒介になっている点は好みが分かれそうです。私自身は猫好
きゆえに恐怖より違和感が勝ち、残飯を与える人間の方に不快感を覚えて
しまいました。

3 裏山の猫 はるくり 一般審査員F 16 15 16 16 16 79 山と猫というのが正直あまり結びつかなかったところはあります。猫には不
思議な力があると言われていて、化け猫だったり、守り猫だったり、怪談に
もよく登場しますが、女の声で「いれてください」と鳴く猫というのは確
かに気味が悪い。喋る猫、というのも動画で上がっていたりするのでたま
に見る事がありますが、動画では可愛くて笑えますが、夜、何度も繰り返
し女の声で鳴く猫は怖いだろう。お母さんが猫を嫌いになるのも仕方がな
い事だと思う。

3 裏山の猫 はるくり 一般審査員G 20 18 15 17 16 86 とてもいいお話でした。文章自体が綺麗にまとまっていて、怖さもしっかり
感じられました。母は過去にこの話をしすぎて本当に「いれてください」
の存在が来てしまったように思えます。その存在は人面犬の猫バージョンみ
たいな感じなのか、それとも人間の幽霊のような感じなのか、その姿形に
想像が膨らむのも評価が上がったポイントです。山にいる存在というのはそ
の山から離れることができないイメージですが、この存在は出入り自由な
んでしょうね。いれてしまったらどうなるのか、祖母はそのことも知って
いたのか、考察が捗ります。

3 裏山の猫 はるくり 一般審査員H 12 12 11 10 11 56 怖さ、シンプルに人語を話す猫が出てくる所です。いや、女が猫に化けてい
るのか？不気味です。鋭さ、短編ですので文字数が限られるのは当然です
が、場面描写と怪異の描き方のバランスが良いですね。新しさ、は少し弱
いかな。動物が人の言葉を話す、もしくは人間が動物に化ける、この点に新
しさは無いと思いました。ユーモアさ、山奥から降りてくる猫達。彼らは普
通の猫なのか？と思うと、色々想像します。ただ、トータルで言うとユーモ
ア度は低いです。意外さ、もあまり。敢えて挙げるとすれば猫から発せられ
る女の言葉の意味が、明かされないまま終わる所ですかね。

3 一般審査員 I 14 12 11 11 13 61 猫がしゃべっているのか？猫とは別のものが猫に混ざっていたのか？そして
話すとここに来るかもしれないと。ということは以前に話ていた場所にそ
いつがやってきたということか？自力では入ってこれないようだが、毎日そ
の声を聞くのは恐怖ですね。

3 裏山の猫 はるくり 一般審査員J 18 15 13 12 15 73 輪廻転生というものを想起させる気味の悪い話だった。
猫の話になっていたところが、なお、気持ち悪いところだった

合計 145 131 124 133 136 669

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

9 一般審査員A 15 17 18 19 17 86 シュール。シュールとしか言いようがない。ユーモアセンスは抜群。短編に
しては描写が細かく、鳥？　のキャラクターがよく伝わってくる。朝顔が
好物なのだろうか。とりあえず鳥男っていう名前を付けてみました。こう
いっていいのかわからないが、なんか少し可愛いような気もする。「食べ
る」って言ったらどうなるのだろう。とか、仲良くなったら願いを叶えて
くれるかも？　とか、色々な空想が膨らむ。色々な方向へ展開させていけ
そうだ。怪談……なのか？

9 一般審査員B 7 8 7 7 7 36 完全に意味不明な生き物ですね。しかも話せて知能もあるので妖怪ですか
ね。なぜ、朝顔を食べるのか謎ですが朝顔を人に勧める感じが妖怪くさいで
すね。

9 一般審査員C 15 15 18 18 18 84 このナンセンスな感じ、いいですね。何もかもに既視感がなく、未知が不
気味さを呼び覚まします。朝顔という朝しか咲かない可憐な花を、厳つい男
の顔がついた得体の知れないものが蹂躙する、その真逆の対比が不気味さ
をさらに増しますね。この発想は簡単にはできないと思います。作者の方の
設定のうまさに感動しました。題名の付け方も面白いです。主人公がパニッ
クを起こしている様が伝わってきます。この作者の方に、変な生き物シリー
ズを連載して欲しいです。

9 一般審査員D 12 15 17 17 17 78 猫より大きくて鳥のような生き物…不気味ですね。どこから来たのか、そ
もそも何なのか謎が多いです。短い文章の中で想像しながら読んでいるの
で、どんな顔がついているかそれぞれが想像していると思うので「案の定」
は書かない方が良かったと思います。綺麗に咲いている朝顔と不気味な存在
との対比が良かったです。

9 一般審査員E 5 5 5 5 5 25 創作怪談である前提で辛口の書評になってしまいますが、設定をもう少し
工夫して欲しいかも…日常の風景（朝、窓）に異形が現れる。人間と異形
の混ざり合いが声をかけてくる。これジブリ映画を想像してしまいまし
た。鮮やかな朝顔も季節を表現するだけで留まっている点も、もったいな
いと感じました。ジブリ映画を見ていない人には恐怖を感じる構成になっ
ていると思います。ごめんなさい。

9 鳥……なのか？ 鬼乃 日向(きの
ひなた)

一般審査員F 16 15 17 16 17 81 さわやかな朝顔からの猫よりも大きな鳥、そして厳つい男の顔、それなの
に声は少年のように澄んでいる、というギャップがいいですね。そういっ
た部分で意外性は結構高かったです。鳥人間、とでもいうのでしょうか？怖
いというより不気味ですね。せっかく咲いた可愛い朝顔の花をムシャム
シャ食べてしまうなんて…。犬や猫と人間のハイブリッドのような姿の生
き物の話は怪談では割りと聞いたりしますが、鳥というのは珍しく新しい
かもしれないですね。鳥、だから声は少年のように澄んでいたのでしょう
か？

9 鳥……なのか？ 鬼乃 日向(きの
ひなた)

一般審査員G 10 7 17 18 16 68 トランスフォームが過ぎる妖怪話ですね。なにこいつ！？という衝撃性は
今までで一番かもしれないです。最初のほのぼのな入りから一転して妖怪の
ようなものが信じられない行動がしている、目に映る何もかも信じられな
い光景、お話全体にスピード感があって良かったです。人面犬ならぬ人面
鳥？のゴツい手で朝顔を食べるところであまりに勢い良くて笑ってしまい
ました。怖さは控えめですが、お話的には面白かったです。

9 鳥……なのか？ 鬼乃 日向(きの
ひなた)

一般審査員H 10 10 12 11 10 53 気を衒いすぎだと思います。もっとシンプルな描写で良かったのでは？茶色
い鳥のキャラクターは。怖さ、うーん。結局、鳥から出てきた男が怖さや
不気味さに欠けるんですよね。斜め上のクセ強のせいで。鋭さ、も同じく。
情報が散らばりすぎていて、鋭さが削がれています。新しさ、「羽の間から
ニュッとゴツい男の腕が出て来て朝顔の花を鷲掴みにし、ムシャムシャと
食べ始めた」何で朝顔！？とは思いましたね。変わった表現方法だとは思
いますので、一定の新しさは出ていると思います。ユーモアさ、ここは厳つ
い人間の男の顔、をどう捉えるかによるかと。。怖さとセットになっていれ
ば、ユーモアに繋がると思うんですが、この描き方だとギャグにしか見えま
せん。意外さ、動物が人に変化する、顔だけが人間、中から人が出てく
る。YouTube含め、怪談話でよく出てきますね。こう言う場面。んー。ここ
に高得点はつけられないです。申し訳ないですが。

9 鳥……なのか？ 鬼乃 日向(きの
ひなた)

一般審査員 I 14 12 13 11 12 62 どういう状況？羽の間とは羽と体の間からってこと？生きてる男性なの？
妖怪的な?何も想像できないし、何想像しても気持ち悪いに変わりがない。
朝顔を食べるってことはやっぱり生きてないの？誰か正解を教えてくださ
い（笑）

9 鳥……なのか？ 鬼乃 日向(きの
ひなた)

一般審査員J 15 12 14 11 14 66 薄気味悪い鳥から話しかけられたら、とても気味が悪いと思わされた

合計 119 116 138 133 133 639

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

12 一般審査員A 16 16 16 17 17 82 最後、そういうこと言うのやめてほしいですよね。こっちはもう見ちゃっ
たよ！　どうしてくれんだよ！　って叫びたくなる。まあ、でも、子供じ
みた噂話みたいなので、大丈夫だろう。そうじゃないとまた自殺する人がで
ちゃうかもしれない。とはいえ、子供じみた噂話が案外バカにできないの
は、怪談が好きな人ならよくご存知でしょう。あんまりにもひどいよう
だったら、行政が木を切り倒す必要がありそう。切る人がどうなっちゃう
かわからないが。

12 一般審査員B 6 6 5 5 5 27 よくある聞いたり見たりしたら祟りにあったり影響うけるパターンです
ね、でも、先輩がピンポイントで風も無いのに木が揺れてるのをみた人が
みたいな事を言っているのが作り話ぽくていいですね。

12 一般審査員C 15 15 15 15 17 77 怖いですね。次は主人公の番なんですね。木が揺れるのは、首を吊った人
の重みでなんでしょうか。首を吊った人そのものは見えないのに、木が揺
れるのだけが見えるのはとても不気味な設定です。先輩の最後の言葉への伏
線になっていて、とても良いです。なぜそこで自殺が多発するのか、自殺の
名所、ということだけでなく、そのヒントになるようなことが何か盛り込
まれているとリアリティが増してよかったのではないかと思います。例え
ば、パワハラで悩んでいたサラリーマンがそれを苦に自殺してから、サラ
リーマンの首吊りが後を絶たない、など。

12 一般審査員D 13 12 12 14 12 63 読みながら情報が追加される、というより付け足されていくような印象が
してしまい鋭さ、怖さをあまり感じられませんでした。「分からないから
怖い」類の話だと思いますが、それを楽しむことができませんでした。噂
通り何かある木なのか、プラセボなのか微妙なラインというのは良いと思
いました。

12 一般審査員E 15 10 5 10 10 50 主人公の未来がこわい。自殺のカウントダウンが始まるような終わり方に
ゾクっとしました。何より理不尽さが怪談としてとても魅力的でした。た
だ見てしまっただけで、自分の未来が決まってしまうかもしれないという不
可避の怖さがいいですね。シンプルに余韻がある怪談だと思いました。

12 木が揺れる 京朔太郎 一般審査員F 17 17 16 16 17 83 風もないのに木が揺れる。確かに不思議だし、ちょっと奇妙には思う。揺
れ方にもよるけれど、あまりに大きくユサユサ揺れていたら怖くて気にな
るかもしれないけれど、サワサワと揺れるぐらいなら主さんのようにあま
り気にしないかもしれない。翌日、その木で自殺があったと知る訳だけ
ど、自殺する人が多い木、って聞くと一気に怖くなる。主さんはたまたま
だと思ったようだけれど、最後の先輩の一言でどう思ってどんなリアク
ションをしたのでしょうか。この最後の先輩の一言で怖さと意外さがグッ
と上がりました。子供じみた噂話、と先輩は言ってますが、果たして本当
にそうなのでしょうか…。

12 木が揺れる 京朔太郎 一般審査員G 10 13 17 15 14 69 都市伝説的な怖いお話で、巻き込まれ事故みたいな感じですね。なんという
か、認知してしまうと発動する呪いみたいで、知らずに見てしまったけどそ
の意味を知ってしまうとそのようになる、みたいな。知らないままでいた
らこの都市伝説から逃げられるのかどうかが気になりますね。怖さはあま
り感じられなかったのですが、都市伝説的なこういったお話は個人的に好
きです。実はあまりこういったお話は少ないと思うので、希少性は高いかと
思います。

12 木が揺れる 京朔太郎 一般審査員H 11 10 10 11 8 50 怖さ、あまり感じませんでした。序盤の風も無いのに木が揺れていた、の
部分で後の展開が何となく読めてしまうためです。鋭さ、も感じられませ
ん。特に後半、先輩との会話で進んでいくため、どうしても鋭さという点
では薄くなります。新しさ、「あとな、風もないのに木が揺れるのを見る
と、そいつが次に自殺するって子供じみた噂話もあるんだよ。」オチとして
これを持って来るのは新しさもありますが、ソレを見たものが次の犠牲者
になる、はある意味王道だとも思いますので、高得点には至りませんでし
た。ユーモアさ、最後まで他人事として捉えていた主人公が、、？主人公の
心情が書かれていないのでハッキリは分かりませんが、先輩に突きつけら
れた事実をどう受け止めたんでしょうか？意外さ、先程も書きましたが、序
盤でストーリー展開が読めてしまうので、意外さは無いかなと思います。

12 木が揺れる 京朔太郎 一般審査員 I 14 12 11 10 12 59 風がないのに木が揺れたのは自殺した瞬間なのかな？と思ったけど、通勤
時間で人通りのある時間を選ばないですよね。だとしたら木はなぜゆれた
のか？次に死ぬ人を指名するためにと思ったらすごく不気味だ。彼が次でな
いことを願う。

12 木が揺れる 京朔太郎 一般審査員J 17 15 16 15 14 77 知りたくなかったと思わせるような自殺の名所話とそれに関わる連鎖的な
話が気味が悪かった。
もしかしたら、主人公は生きていないのか？と思わせる終わり方も気になっ
た。

合計 134 126 123 128 126 637

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

2 一般審査員A 16 14 14 14 14 72 家族の髪の毛かもしれない。家族の髪の毛って意外なところで発見されま
すよね。他にも、電車でおしりについたものが、おしりを掻いた時に爪に
はさまったんだ、とか。色々と想像が掻き立てられる。もし、自分の身に
こういうことが起こったら、結構不気味で怖いので、上記のような可能性を
必死で検討して、自分を落ち着かせようとすると思う。ということは、結構
怖い話なのではないだろうか。でも、こういったことって、結構日常でよく
あるのだ。例えば、覚えのないシミがバッグについていたりとか。一瞬
ギョッとするけど、「ああ、そういえばお茶こぼしたわ」とか、比較的す
んなり原因が見つかることもある。まあ、見つからないこともあるけど。
いずれにせよ、あるあるなことだと思った。

2 一般審査員B 5 4 4 5 6 24 爪の中に長い髪の毛があっただけの話だけだと、怖さに欠けるので何かも
う一つ欲しいですね。

2 一般審査員C 15 15 16 16 16 78 こんなに短い文章なのに、気持ち悪く意外性があってとても良い作品だと
思います。爪も髪の毛も、伸びてくると新しく入れ替わる体の一部。爪から
髪の毛が伸びてきてしまったのでしょうか。この違和感が恐怖心を掻き立
てます。併せて頭皮から爪が生えてきたら、ますます意外性と恐怖が表現で
きたかも。体の一部を使って呪いをかけるのは良く聞く話ですが、主人公
は誰かに呪いをかけられたのではないか、そんな考察をしてしまいまし
た。余計なことを書かないが故に、想像の幅がひろがる、そんな不思議な
作品です。

2 一般審査員D 15 17 12 12 11 67 違和感がある黒いもの＝自分のものではない長い髪の毛、という怪談の定
番をついてきたような印象でした。事実のみを描いた短い文章からこれは
実体験かな？と感じました。他人の髪の毛が自分に付いていた気持ちの悪
さは計り知れないですが、そういったものは一切省かれているのが良かっ
たです。

2 一般審査員E 10 10 10 15 15 60 爪の黒い塊という舞台装置がとてもいいですね。糸のようなものが、髪の
毛だった。というオチも定番ではありますが、出てきた場所が爪なので考
察を楽しめる内容になっていると思いました。個人的には、少し情報量が
物足りない気がしました。爪から髪が出てくる必然性や不気味さを補強す
る描写があると良かったな〜と感じました。

2 爪から出てきたもの プリズムおにく 一般審査員F 17 17 16 15 16 81 すごく短い文章で非常にシンプルですが、自分が体験したら…とイメージ
した時、気持ち悪くて怖かったです。髪の毛って不思議な怖さがありますよ
ね。誰かの髪を触ったとか、どこかの掃除をした、とか心当たりがあるな
ら別だけど、明らかに心当たりがないのに自分のものではない長い髪の毛
が爪の先からズルズルと出てくるのは嫌です。ショートでそこそこ怖さを出
せるというところで、鋭さも高評価です。

2 爪から出てきたもの プリズムおにく 一般審査員G 8 8 13 10 15 54 怖さよりと気持ち悪さが強く出る話だなと感じました。短くてすっきりし
ている分、伝わりやすくてとてもいいのですが、怖さをあまり感じられな
いので、物足りなさが読後に残ってしまうかなと思います。シンプルで短い
お話はその中でどれだけ大きいインパクトが与えられるかというのが評価
のカギになると思っているので、何かもう一つ工夫か、エピソードがあると
良かったかなと思います。

2 爪から出てきたもの プリズムおにく 一般審査員H 10 9 10 11 9 49 この文字数で勝負しようという気概はかいます。しかし、怖いかと言われる
と？です。怖さ、爪から長い髪の毛が出てくる。起こってることは怪異です
が、コンパクトにまとめすぎた文章のためか、怖さが伝わってきません。
鋭さ、事象の説明になっているので、鋭さもほぼ感じませんでした。新し
さ、長い髪、ここが定番中の定番なので新しさも感じません。ユーモアさ、
自分の爪に長い髪の毛が詰まっていた、というのは情景を想像すると少し
面白かったです。意外さ、うーん。意外性は無いです。少なくとも私には分
かりませんでした。起こっている事がよくわからない中での、長い髪の登
場は唐突すぎます。

2 一般審査員 I 13 12 11 10 11 57 なんといっても髪の毛が黒い塊のように爪に入ることがないのでその状況
が怖い。指と爪の間から髪の毛が現れたとしか考えられない。もしそうで
あったら、体内に何かがいるのだろうか？憑りつかれているのだろうか？怖
いです

2 爪から出てきたもの プリズムおにく 一般審査員J 17 15 15 12 15 74 髪の毛が爪から出てくるという、非常に薄気味悪い話がシンプルに伝わっ
てきた。

合計 126 121 121 120 128 616

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1 一般審査員A 15 14 15 15 14 73 照らさないでくださいって言ってるのに照らしてくるのは、怖いを通り越
して腹が立つと思った。入院するほどの病気なんだから、マジでそういう
のやめてほしい。患者によっては発狂すると思う。ということは、ヒトコ
ワなのであるが、「悪魔憑き」というタイトルからもわかるように、霊的
な怖さについての話である。もしかしたらこの二つはたいして違わず、同じ
ものなのかもしれない。そうは言っても、人が怖いのか、それとも霊的な
ものが怖いのか、どちらの側面から怖さにアプローチするのか、それとも
どちらも同じものなのか、色々考えてみるともっと深いことがわかるかも
しれない。

1 一般審査員B 7 6 5 5 7 30 嫌な看護師に変なあだ名をつけた話で怖さはスマホが勝手に開いて動いた
ところですかね。看護師とスマホの繋がりがあまり分からなかったのが残
念ですね。

1 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 病院というと怖さの宝庫ですが、昼と夜で人柄が変わってしまう看護師さ
んというのは面白い設定だと思いました。電子機器であるスマホが見抜い
た彼女の正体、いったい何だったのでしょうね。打ち出された数字は、666
でしょうか。個人的な好みかもしれませんが、数字が打ち出された時にな
ぜ悪魔付きと思ったのか、その理由が盛り込まれているとスッキリまとま
るのではないかと感じました。また、眠りが浅くて起きてしまう、のくだ
りはなくても良いかと思います。文章がコンパクトにまとまり、恐怖が凝縮
されるのではないでしょうか。

1 一般審査員D 16 14 17 18 17 82 夜の病院というと、存在しないはずの存在が覗きに来ているかと思いきや、
生身の人間という意外性にぐっときました。怖さというより不思議さがあ
りました。結論に辿り着いたエピソードがそこ？とちょっと違和感を感じ
てしまいました。

1 一般審査員E 15 10 5 5 5 40 冒頭から中盤にかけての緊張感がとても良く、読者を引き込む力がありま
した。夜勤の看護師の描写も生々しく、不気味さが際立っています。ただ、
オチがやや急で、展開との落差に私は物足りなさを感じました。もしスマホ
の怪異がさらに広がる気配があると余韻や恐怖が一層深まる気がしまし
た。

1 悪魔憑き 佐田スペを見つ
めるケントを見
つめる悪霊

一般審査員F 16 15 16 15 15 77 夜勤の見回りの看護士さんが昼間の勤務の時と違って怪しげな雰囲気だっ
たりおかしな行動をとってきたりしたら、それは確かに嫌ですね。入院中
は不安な気持ちにもなりやすかったりするので、ただでさえ眠れなかったり
するのに、そんな時に眠りを妨げるように光を当てるような事をされるの
は気分が悪い。ベッド脇に置いていたスマホが勝手に起動し打ち出した数
字が666…だったらもっと悪魔憑きに信憑性が出てくるような気がしまし
た。

1 悪魔憑き 佐田スペを見つ
めるケントを見
つめる悪霊

一般審査員G 11 10 15 15 10 61 お話だとしたら看護師の不気味さとポルターガイスト現象の結びつきが弱
い感じがするので、中途半端な話に感じてしまいました。実体験ならかなり
怖いなと思います。なんの目的で嫌がらせのようなことを繰り返すのか、そ
の意図が読めないのが不気味ですね。長期の入院というのはかなり精神的
にも不安になると思うので、その背景を考えると人の不気味さ、怪異の怖さ
が重なって追い詰められそうです。

1 悪魔憑き 佐田スペを見つ
めるケントを見
つめる悪霊

一般審査員H 9 8 10 10 11 48 怖さ、正直な話全く怖くないです。看護師の行動は奇妙ですが、怖さとは言
えないと思います。鋭さ、も特には感じませんでした。状況説明に偏りすぎ
です。新しさ、スマホの電話アプリをキーアイテムとして使うのはいかにも
現代的です。しかし、怖さに繋がっていない為、意味をなしてません。ユー
モアさ、ここも弱い。「スマホが勝手に電話アプリを立ち上げ数字を延々
と打ち出した。以来、悪魔憑きと勝手に心の中であだ名をつけていた。」と
ありますが、何故主人公はそんなあだ名にしたんでしょうか？。面白がって
いるのか、おちょくっているのか。。それ次第でユーモアの評価も変わって
来るのですが。意外さ、勝手に数字を打ち込み出すスマホ、この必要性が
分かると、意外さに繋がるのですが。

1 悪魔憑き 佐田スペを見つ
めるケントを見
つめる悪霊

一般審査員 I 11 12 11 10 11 55 日勤のときと夜勤の時とで性格が違うのは不気味です。しかも夜はアプリが
作動したなんて。看護師さん夜だけなにかとりついてるのか？自宅に夜いる
ときには何も起こらないのか？家でもこんな感じだったら家族は恐怖だな

1 悪魔憑き 佐田スペを見つ
めるケントを見
つめる悪霊

一般審査員J 15 12 14 16 14 71 病院で取り憑かれた看護師の話というところが非常に面白いところだっ
た。

合計 130 116 123 124 119 612
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